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伊賀城和（伊賀・山城南・東大和）
定住自立圏ニュース

　９月 28 日から、「わた SHIGA 輝く国スポ・障スポ」
が開催されます！滋賀県で 44 年ぶりの開催で、ゴル
フやサッカー、軟式野球など合計６競技が開催され、
期間中は各競技会場で、甲賀のおいしい食べ物を無料
でふるまいます。応援・観戦にぜひ、お越しください！

【と　き】
◦国スポ：９月 28 日㈰～ 10 月８日㈬
◦障スポ：10 月 25 日㈯～ 27 日㈪

【ところ】　水口スポーツの森・水口体育館・
　　　　　ベアズパウ ジャパン カントリークラブ

【観戦申込み】　不要

問 わた SHIGA 輝く国スポ・障スポ甲賀市実行委員会
　（甲賀市国スポ・障スポ推進室）
　 ☎ 0748-69-2253

　川遊びやキャンプなど
が楽しめる自然豊かな

「石水渓」のキャンプ場
で、石水渓まつりを開催
します。
　当日は、宝探し、マス
つかみ、紙すき体験など
さまざまな楽しいイベントが満載です。美しい自然景
観があふれる渓谷へ遊びに出掛けてみませんか？

【と　き】　10 月５日㈰
　　　　　午前 9 時 30 分～午後 3 時（小雨決行）

【ところ】　石水渓キャンプ場施設周辺
　　　　　（亀山市安坂山町 1178-3）

【アクセス】　名阪国道「亀山 IC」から車で約 20 分
【参加費】　無料
※宝探し、マスつかみについては、当日現地でお申し

込みください（先着順）。
問 石水渓まつり実行委員会（亀山市文化会館内）
　 ☎ 0595-82-7111

第 16 回石水渓まつり
石水渓キャンプ場の自然の中で遊ぼう！

わた SHIGA 輝く国スポ・障スポを
応援しよう！

　伊賀市は、京都府笠置町・南山城村・奈良県山添村・
三重県名張市と定住自立圏形成協定を締結し、医療や
防災、観光などの事業に連携して取り組んでいます。
　この圏域は、府県境にありながら、従来から買い
物、医療、仕事、文化、スポーツなどの生活において
つながりがあり、圏域外に誇れる結びつきの強い地域
となっています。
　圏域を構成する市町村がイチ押しのスポットなどを
紹介します。
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笠置町

笠置サテライトオフィスワークスペース
　本施設は、古
民家を改修した
サ テ ラ イ ト オ
フィス・コワー
キングスペース
で、木津川や笠
置山を望む絶景
のロケーションに位置しています。
　テレワークやオンライン会議、創作活動、読書
や勉強の場としてもぴったり。自然の中で気分
転換をしながら、快適な時間をお過ごしいただけ
ます。

【ところ】　笠置町有市東畷 23
【開館時間】　午前９時～午後８時
　　　　　　（受付は午後５時 15 分まで）
　　　　　　※休館日：12 月 29 日～１月４日
問 笠置町希望のまち推進課　☎ 0743-95-2327

　南山城村
に移住した
い・関わり
たい人向け
の総合案内
窓口として
オ ー プ ン。
１階にはキッチンを備えたイベントスペース、２
階には多目的に利用できる和室があります。本施
設では、村に関わりたい人と地域をつなぐさまざ
まな体験交流会を企画・発信しています。南山城
村に興味をお持ちの人は、ぜひお越しください。

【ところ】　南山城村田山上フケ 10-4
【開館時間】　午前 10 時～午後４時
※休館日：水・金・土曜日
問 南山城村産業観光課
　 ☎ 0743-93-0105

南山城村移住交流スペース　やまんなか

秋の神野山を満喫しましょう！
　山添村の西部に位置する神野山。山頂からは
360 度のパノラマが広がり、周囲の景色を一望
できます。秋には山全体が赤や黄色に染まり、紅
葉が美しい場所として知られています。整備され
た遊歩道が多数あり、初心者から経験者まで、そ
れぞれのレベルでハイキングを楽しむことができ
ます。９月からの涼しくなる季節、紅葉に映える
神野寺や鍋倉溪を訪れてみてはいかがですか。

【紅葉の目安】　11 月下旬ごろまで

問 山添村観光協会　☎ 0743-85-0081

南山城村

「日本遺産」認定のまち
忍びの里伊賀・甲賀

　天正９（1581）年の織田軍の侵攻を受けて多くの寺社が焼失し
たのち、その復興に尽力したのが、伊賀郡猪田村山出出身の修験者
であった小天狗清蔵です。伊賀国や周辺地域で活躍したとされる彼
の功績について、文禄２（1593）年の一之宮の敢国神社、慶長９
（1604）年の下郡猪田神社、そして慶長 10（1605）年の長田射
手神社の再興に関わったことが、残された史料からわかります。さ
らには、梵鐘や鰐口（寺社の軒先に吊り下げ、参拝者が打ち鳴らす
金属製の仏具）など鋳造品を多数寄進していることから、鋳造技術
者集団との密接な関わりがうかがえます。
　小天狗が晩年を過ごしたとされる伊賀市山出の勝因寺には、慶長
17（1612）年に愛宕神社大福寺に寄進した梵鐘とともに、山伏姿
の肖像彫刻が伝わっています。当時の人々の崇敬を集めた小天狗清
蔵の名と活動は、その死後も弟子たちに受け継がれてい
きました。

【問い合わせ】
　忍びの里伊賀甲賀忍者協議会事務局
　伊賀市観光振興課　☎0595-22-9670
　甲賀市観光企画推進課　☎0748-69-2190

小天狗清蔵と寺社の復興

ぼんしょう わにぐち

日本遺産ポータルサイト

▲勝因寺に伝わる小天狗清蔵肖像彫刻

こ  てん  ぐ  せいぞう

▲小天狗清蔵の肖像彫刻（勝因寺所蔵）

詳しくはこちら▶

公式 Instagram ▶

神野山山頂（伊賀市を眺めて）秋の神野寺
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